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皮膚は体の最外表を覆う組織であり，病原体や
アレルゲン，損傷といった外部の脅威に常に晒さ
れています。皮膚は，こうした脅威に対する物理
的バリアや，侵入してきた抗原に応答する免疫シ
ステム，損傷を受けた際の修復機構を備えており，
それらが正常に働くことで皮膚の恒常性を維持し
ています。
皮膚の恒常性は，多種多様な脂質代謝物が独自

の生理機能を発揮することで形成・維持されてい
ます。例えば，セラミドはバリアの本体として機
能するため，セラミド合成系の異常はバリア機能
の破綻を引き起こし，各種皮膚炎や角化症の原因
となります。また，ω3 脂肪酸の一種であるドコ
サヘキサエン酸は，抗炎症作用をもつレゾルビン
D1に代謝され，皮膚の炎症収束を促進します。こ
れら以外にも，中性脂質やイノシトールリン脂質，
脂肪族アルデヒドなど，様々な脂質代謝系の異常
が，皮膚疾患の発症と密接に関わることが知られ
ています。つまり，皮膚疾患の発症メカニズムを
探るためには，皮膚恒常性の制御に関わる脂質代
謝系を包括的に解析する必要があります。
私は，質量分析技術を利用し，アトピー性皮膚

炎や乾癬などの各種皮膚疾患モデルの発症過程に
おいて，脂質代謝バランスにどのような異常を生
じるのかを継時的かつ網羅的に捉えるリピドミク
ス解析を行っています。さらに，リピドミクスに
より見出された脂質代謝異常を，皮膚疾患の発症
に関わる細胞機能の異常と紐付けすることで，皮
膚疾患の影に潜む病態メカニズムの究明，および
皮膚恒常性の制御に関わる新たな脂質代謝系の発
見と生理的意義の解明を目指しています。
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Varieties of the lipid molecules are involved in the 
maintenance of skin homeostasis by exerting their 
characteristic bioactivities or physiological functions. For 
instance, ceramide species themselves form hydrophobic 
barrier which is indispensable for skin barrier function, or one 
of ω3 fatty acid-derived lipid mediator can resolve skin 
inflammation. Then, to clarify the cause of cutaneous 
disorders, we should globally understand the whole lipid 
profiles in disease onset.

I’m performing the lipidomics using LC-MS/MS in 
various models of skin disorders such as atopic dermatitis, 
psoriasis, and contact dermatitis to unveil the molecular 
machinery underlying each pathology. Moreover, I’m trying to 
find new lipid metabolites and their physiological functions 
which are responsible for the maintenance of skin homeostasis.
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